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あびき湿原群の保全活動 　　　　　　　　　      　　　　　　　　　・・・山下公明 ( あびき湿原保存会 )

絶滅危惧種の蝶 ウスイロヒョウモンモドキの保全活動

　・・・久保弘幸 ( 兵庫ウスイロヒョウモンモドキを守る会 )

プラナリア対決 在来種 VS. 外来種　　　　　　　・・・谷田清楓・石井美樹・ 岩下歌武輝・細田ひかる

谷本卓弥 ( 兵庫県立 西宮高校 自然科学部 )

珪藻土による水中のアンモニア除去　　　・・・入江夏音・茅野由奈・椙下結月・金川大祐・米山玲緒

( 兵庫県立加古川東高等学校 自然科学部地学班 珪藻チーム )

ユニトピアささやま里山再生活動　　　　　　　　　　　　　　　・・・本多俊之 ( 環境カウンセラー )

超個性的な干潟のカニたち 　　　　　　　　　・・・大角一尋・大角涼斗 ( あいおいカニカニブラザーズ )

市民が取り組む武庫川の特定外来種オオキンケイギク の駆除活動

　　　　　　　　　　　　　・・・山本義和・白神理平・上田 宏・小川嘉憲 ( 武庫川流域圏ネットワーク )

本庄のたからもの 　～新しい命が生まれ、育つために ～ 

　　　　　　　　　　　　　・・・丈野想空・杉原麻央・山田紫音・横山智咲 ( 三田市立本庄小学校 6年 )

高知市浦戸湾の干潟における水辺の鳥　　　・・・ 楠瀬雄三(エコシステムリサーチ/ひとはく地域研究員)・

福井 亘 ( 京都府立大学大学院生命環境科学研究科 )

ホトケドジョウとナガレホトケドジョウの卵・仔稚魚の比較

・・・青山 茂 ( ひとはく地域研究員 )・土井敏男 ( 元神戸市立須磨海浜水族園 )

とっておきの植物画 IV　 ー身近な植物ー 　　 　　　・・・小豆むつ子 ( 植物画家・ひとはく地域研究員 )

親子バードウォッチング　～子どもたちが野鳥をはじめとした自然環境に興味・関心を持ち、学んでもらうために～ 

　・・・松岡和彦・油谷邦夫・藤川久美子・豊川尚子・宮崎亮太 ( 日本野鳥の会ひょうご )

外来種ホソオチョウとジャコウアゲハは競合しているのか ~ 淀川 河原での 3 年間の調査から ~ 

　・・・河村幸子 ( 東京農工大学大学院 /ひとはく地域研究員 )

ペットボトルを使った流水性トビケラの飼育　　　　　　　　　・・・渡辺昌造 ( ひとはく地域研究員 )

アリジゴクからウスバカゲロウへ華麗な変身　　　　　　　　・・・大橋正規 ( 六甲山自然案内人の会 )

昆虫のみりょく　　　　　　　　　　　・・・大庭真咲・谷野 温・松岡 想・森山毅一・ 谷野 順 ( 昆虫友の会 )

いきものコレクションアプリ「バイオーム」を用いた生物データベースの構築 

・・・藤木庄五郎・源六孝典 ( 株式会社バイオーム /京大・農 )

鳴く虫クイズ・バッタクイズ 　　・・・高田 要・薦田佳郎・藤井真理・西浦睦子・吉田やよい・吉田滋弘

( ひとはく連携グループ 鳴く虫研究会きんひばり )

「第 2 回 高校生のための生き物調査体験ツアー in 台湾」活動報告　　　　

・・・佐々木洋平（公益財団法人国際花と緑の博覧会記念協会）

穴があったら入りたい !? カメラが見た森の巣穴　　　　　　・・・上村哲三・中田一真 ( ごもくやさん )

岡山県津山市付近から見つかる 約 1600 万年前のカニ ( 甲殻類 ) 化石

・・・岸本眞五 ( 兵庫古生物研究会・ひとはく地域研究員 )

さぁ ! 里山の生きものたちに会いに行こう！！～自然の楽しさ、野生動物の魅力を伝える始発点～

・・・江藤公俊・森 正惠 ( 一般社団法人里山いきもの研究所 )

アカハライモリの成長に必要な条件とは　　　　　　　　　　　・・・倉見鼓太郎 ( 鳥取市立東中学校 )
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宝塚市で子どもたちに自然や生き物のおもしろさを伝える ~ しぜんクラブの活動 2017~　　　　 

・・・小野恒義・大倉保子・伊藤則幸・山村 穣・ 坪井 勲・林 光代・古川清子・岡田義晴・宗像重子・

野田昭夫・古澤紀子 ( フレミラしぜんクラブ )・小島華子 ( 宝塚市老人福祉センター )

学校実習田のオタマジャクシの生息状況 

・・・太田龍乃介・大山朝史・ 橋本寛之助・揚田英人・稲岡大晟・上田有沙・武村夏希・

藤田明士・ 山上琴音 ( 兵庫県立篠山東雲高等学校 自然科学部 )

南芦屋浜ビーチコーミング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　・・・谷口 新

大阪湾奥の淀川・十三干潟で「ミナミテナガエビ」を採取・確認

・・・河田航路 ( ひとはく地域研究員・認定 NPO シニア自然大学校 )

丸山湿原群保全の会　　　　　　　　　　　　　　　　・・・今住悦昌・水田光雄 ( 丸山湿原群保全の会 )

大阪府と近辺地域の外来種フロリダマミズヨコエビの採取・確認

・・・森本静子 ( ひとはく地域研究員・認定 NPO シニア自然大学校研究部水生生物科 )

猪名川を遡上するアユの研究

・・・上西陽大・津田真之介・内田哲平・清水樹・内山麗・森田彩那 ( 猪名川町立六瀬中学校 ふるさとクラブ )・

中西一成（六瀬中学校長・環境カウンセラー）

「海の生きもの調べサマースクール in いえしま」講座参加児童による研究
・・・内田悠仁・坂本直晴・高村 蓮 ( 講座参加児童 )・桝谷英樹 ( 兵庫県立大学客員研究員 )

子どもの主体性を尊重した「海の生きもの研究」への取組と成果 ~「いえしま」での実践から ~ 
・・・桝谷英樹 ( 兵庫県立大学客員研究員 )

魅力あふれる伊川を求めて　ー水制工、壊れては作り、壊れては作りー
・・・石原 清・岸川三枝子・玉井 誠・永石克己・長野 繁・野崎庸夫・ 藤本靖子・

細川幸雄・三浦 官 (NPO 法人グループ「わ」川づくり研究会 )

川から学んだ自然の大切さ　　　・・・前田佑和・野村晃介・森 直人・石堂吏玖 ( 伊丹市立荒牧中学校 科学部 )

歩いてわかった石屋川の植生と防災について
・・・山本帆乃佳・森本 桃 ( 兵庫県立御影高等学校 総合人文コース )

武庫川流域圏の環境と武庫川守による武庫川づくり
　　・・・吉田博昭・佐々木礼子 ( 武庫川づくりと流域連携を進める会 )

有馬層群のいろいろな石　ー鏑射山 ( かぶらいさん )　　　　　・・・舟木冴子・岡 記佐子・岡崎聡郎・

　　　　　　　　　　 荻田雅弘・神尾颯太・河津 哲・春木正太郎・藤本 守美・堀居康一・松原 勝・松原陽子・

水野康太郎・水野あつ子・水野 修司・森本泰夫・島田大二郎・田中博子 ( 石ころクラブ勉強会 A班 )

有馬層群のいろいろな石   ー丹生山 ( たんじょうさん )　　　　　　　　　・・・春木正太郎・ 岡 記佐子・

岡崎聡郎・荻田雅弘・神尾颯太・河津 哲・藤本守美・堀居康一・舟木冴子・松原 勝・松原陽子・

水野康太郎・水野あつ子・水野修司・森本泰夫・島田大二郎・田中博子 ( 石ころクラブ勉強会 B班 )
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『でえらあすげえぜ ! カブトガニ』ワークショップ @ 岐阜県大垣市赤坂の展開　
・・・藤田敦子 ( 百科編集部 )・田中一秀 ( 百科編集部 /日本カブトガニを守る会 )・

岩崎由美子 ( 日本カブトガニを守る会 )・服部左代子 ( 百科編集部 )

絵本ずかん「ラララさめのくに」制作プロジェクトの全貌 　・・・藤田敦子・田中一秀 ( 百科編集部 )・

仲谷一宏 ( 北海道大学 )・桜井 雄・石井 陽凪・今尾真也 ( 百科編集部 /さかだちブックス /

リトルクリエイティブセンター )・臼井南 ( さかだちブックス /リトルクリエイティブセンター )

微小レプリカ作成方法の従来法との比較と半透明シリコーンによる改良（透明シリコーン追加）
・・・藤本艶彦 ( ひとはく地域研究員 )

兵庫県立大学の男女共同参画の取組　̶共生のための環境整備̶ 

・・・山口 真紀 ( 兵庫県立大学本部事務局特任助教・男女共同参画推進室コーディネーター )

再生可能エネルギーで御影高校の電力はまかなえるか ? 

・・・野田裕亮・中村亮太 ( 兵庫県立御影高等学校 総合人文コース )

住民主体の小さな武庫川づくり　4 つの取り組み　　　　   ・・・石原 清・市橋雅恵・上田宏・大島 勲・

亀井敏子・神田洋二・古武家善成・佐々木礼子・白神理平・竹内勝・辰登志男・土谷厚子・

法西浩・山岡保寛・山本義和・吉田博昭 ( 武庫川づくりと流域連携を進める会Ⅱ武庫川講座 )

LED ライトは菌を撲滅できるのか ~ チューバとグローブのクリー ン作戦 ~ 
・・・吉本有玖・徐 隆成 ( 兵庫県立御影高等学校 総合人文コ ース )

コオロギの闘争行動 ～敗者から学ぶ勝者の法則～  ・・・小河彩輝・河原大地 ( 兵庫県立三田祥雲館高等学校 )

六甲山のキノコにはどんな多様性があるのか ~ 地域連携から伝える生物多様性 ~ 　
・・・吉田みやび・辻 彩乃・日野皓平・柳原なな子・野中涼夏・

石橋智尋・関口高雄 ( 兵庫県立御影高等学校 環境科学部生物班 )

日本国内におけるヒアリ定着の可能性　　　　　　　　　・・・森 祥輔 ( 兵庫県立三田祥雲館高等学校 )

「森林棲小型鳥類の食性」・「豊高生物研究部のサイエンスキッズ活動」 

・・・郷野眞紘・鳥巣捷斗・中川夏生・橋爪 花・木下翔太郎・

黒木陽一・南川郁夫 ( 大阪府立豊中高等学校 生物研究部 )

プラナリア。外来種は在来種を駆逐するか ? 
・・・杉浦 墾・川谷楓馬・ 石澤志門・金剛麻衣子・安岡 凛・土居恭子 ( 兵庫県立三田祥雲館高等学校 )

千種川流域における溶存イオンの起源と動態 

　　　　　　　　　・・・藤吉 麗 ( 地球研 )・ 大串健一 ( 神戸大 )・山本雄大 ( 名古屋大 )・陀安一郎 ( 地球研 )・

横山 正 ( 赤穂特別支援学校 )・古川文美子・伊藤真之 ( 神戸大 )

台風 21 号（2017年10月）による三田市内の倒木の方向　　　　・・・門井 淳(兵庫県立三田祥雲館高等学校)

海洋資源調査実習報告 ~ 日本海のひみつ ! ヒレグロの正体に迫る ~

・・・岡本修弥・斉藤智也・本田亮平（兵庫県立香住高等学校 アクアコース）

北播磨自然観察サポーターチーム「おおばこの会」～ わたしたちのフィールド 小野市での活動～
・・・小林賢二・岡崎聡郎・小林爽子・東一文代・西尾勝彦・藤本國雄・

藤田晴子・藤本吉次・山本英夫・吉田士郎・( おおばこの会 )

淡路島の後期白亜紀和泉層群から産出したモササウルス類化石 　　　　　　　・・・兵庫古生物研究会
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最近のカワリヌマエビ属 Neocaridina の現状 ( 壱岐の新種発見の経緯を含む )

　および 2017TCS ( 6 月19 日 -22 日 ) スペインバルセロナ大会参加・発表報告
・・・丹羽信彰 ( 京都大学理学部 )・繁戸克彦・橋元京子・坂口友香・星野暎香・三原弥宇 ( 神戸高校 )

円山川下流域における魚類相調査
・・・上垣祐貴・佐藤洋平・金沢友星（兵庫県立香住高等学校 海洋科学科 アクアコ ース）

昆陽池公園の野鳥 　　　　　　　　　　　　・・・尾崎雄二・尾崎由紀 ( 野鳥観察グループ「チーム K」)

みんなでつくる地域の生きもの図鑑 ―博多湾の生きもの調べ― 

・・・印部善弘・中西奈津美 ( 博多湾生きものネットワーク )

 汗のニオイは消せる？！～ニオイを科学する～ 

・・・佐野朱音・辻井ももこ・正生夏海・水口みなみ ( 兵庫県立北摂三田高等学校 )

ヘルシーパークに向けた公園イベントの実施報告 　　　　　　・・・近藤洋介 ( 淡路島国営明石海峡公園 )

絵本やビオトープで学ぶ環境教育 　・・・東垣大祐・伊藤波輝・大谷直寛・北村胡桃・柴田理沙・長尾歩実・

花谷和志・奥平夏海・古門優衣・坂口友理・櫻井杏子・溝口侑希・山内かれん・中村晃大・

中村こころ・藤城美穂（兵庫県立大学環境人間学部 EHC 学生団体「いきものずかん」)

 メダカの生態と色彩の関係
・・・西村知朗・中条晴貴・網本美樹・井手 葵・ 大道琴絵・松本侑里花・宮地祐依 ( 兵庫県立大学附属中学校 )

 「まちっ子の森」にいらっしゃい ! ～再生の森で六甲山に親し もう～
・・・堂馬英二 ( 六甲山を活用する会 )

自然を染める ～ 草木染めを通して、こんなことが分かりました ～

・・・菅原幹登・藤本晏里沙・平松実咲・塚本采子・松浦凪紗・岩田樹奈・

宮崎心葉・河上 楓 ( 兵庫県立大学附属中学校 )

人博連携セミナーが広げた私たちの学び ~ 人と自然を繋ぐ人と自然科活動記録 ~ 
・・・小林賢幸・阪下竜喜・中西智也・安井博昭・大野 紗梛・高濱 凛・

西川善葉・三宅義貴 ( 兵庫県立有馬高等学校 人と自然科 )

粒や粉の不思議 ～１＋１＝２じゃない世界～
・・・・出田こころ・竹上一刀・中島 彩・中野 桜・ 藤本虹乃・森田倫珠・森脇啓太 ( 兵庫県立大学附属中学校 )

 「市民の視点で武庫川を科学する」ー武庫川市民学会第 5 期活動と今後の方向ー
・・・武庫川市民学会

ため池調査と稀少植物の保全 ～姫路市香寺町相坂地区～
・・・後藤佳里奈・小林朝日・内藤菜絵・中原優麻・久後地平 ( 兵庫県立香寺高等学校 自然科学部 )

淡路島の和泉層群から産出した巨大なノストセラス属アンモナイト化石について 

・・・泉 賢人 ( 兵庫古生物研究会 )

紙パイプで作る「生物撮影スタジオ」体験コーナー
・・・ 堀内保彦・宮元正博 (NPO法人 フィールド )・八十島将充（もりや産業株式会社）

千丈寺山の炭焼き窯跡探訪 ̶三田市千丈寺山の人と暮らしの痕跡̶ 

・・・山崎敏昭 ( ひとはく地域研究員 )

正多面体の構造と強度の関係 
・・・遠山慶太・岩本凜哉・坂根有飛・長谷川博章・高見彩莉亜・ 田中怜子 ( 兵庫県立龍野高等学校 )
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東お多福山草原保全・再生活動の 10 年の歩み 

・・・三宅武男・河合 篤 ( 東お多福山草原保全・再生研究会 )

千種川水生生物調査 ～44 年間の歴史とキタガミトビケラにつ いて～ 
・・・荒尾祥大・大前香仁・木山拓希・金本李空・清水竜馬・田口 翔・春名明里・

春名清孝・日平拓夢・平瀬光希・福田瑠香・柳谷亘亮 ( 兵庫県立千種高等学校 )

同居人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・ 佐藤友香 ( 兵庫県立伊丹北高等学校 )

豊岡の野鳥とコウノトリ　　　　　　　　　　　　　 ・・・橋本敏男・武田広子(豊岡市立コウノトリ文化館)

 Flower の世界 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・倉田梨真 ( 兵庫県立伊丹北高等学校 )

カワバタモロコの調査方法に関する研究 

・・・坂根啓太・安原璃空・平山佳樹 ( 兵庫県立農業高等学校 生物部 )

アカミミガメを対象とした目視調査と環境 DNA 調査の精度比較

　: ため池への外来種侵入予測ポテンシャルマップ構築に向けて　

・・・覺田青空・東垣大祐 ( 兵庫県立大・環境人間 )・

相馬理央（兵庫県立大・院・環境人間）・源利文（神戸大・院・人間発達）・

土居秀幸（兵庫県立大・院・シュミレーション）・片野泉（奈良女子大・院・人間文化）

 「生きものと友だちになるための図鑑」を創る
・・・市原晨太郎・山本 楓・前田 笙・岡田慶次郎・横山侑一郎・多田百百音・

伊坂友里・木山七海 ( 兵庫県立大学附属高等学校 自然科学部生物班 )

兵庫県東播磨地域のドブガイの分布と局所絶滅を引き起こす要因
・・・東垣大祐・覺田青空 ( 兵庫県立大・環境人間 )・ 相馬理央 ( 兵庫県立大・院・環境人間 )・

土居秀幸 ( 兵庫県立大・院・シミュレ ーション )・片野 泉 ( 奈良女子大・院・人間文化 )

LED 照明付テラリウムでのコケ植物の育成 

・・・内野敦明・内野ちさと (Mosslight・（株）イ ースプランニング )

吹田市立博物館 平成 29 年度夏季展示「自然のふしぎをあそぼう」 

・・・藤田和則・檜田清治・筏隆臣 ( 吹田市立博物館夏季展示実行委員会 )・池田直子（吹田市立博物館学芸員）

紙芝居「やまばとになったわらし」
 ・・・松岡和彦・藤川久美子・豊川尚子・宮崎亮太 ( 日本野鳥の会ひょうご　親子バードウォッチングチーム )

オリジナル紙芝居『ゆうたくんとイヌワシ』を用いた環境教育活動　　　　　　　　　
 ・・・東垣大祐・伊藤波輝・大谷直寛・北村胡桃・柴田理沙・長尾歩実・花谷和志・奥平夏海・

古門優衣・坂口友理・櫻井杏子・溝口侑希・山内かれん・中村晃大・中村こころ・藤城美穂

（兵庫県立大学環境人間学部 EHC 学生団体「いきものずかん」)
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※カラー版電子版（PDF）はホームページに掲載しています。バックナンバーもあります。

http://www.hitohaku.jp/publication/book/kyouseinohiroba.html
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Latest actual condition of Neocaridina and a report on my participation and presentation 

at the 2017 TCS Barcelona-Spain meeting held on June 19-22, 2017 
 

Nobuaki Niwa1, Katsuhiko Shigeto2, Kyoko Hashimoto2, Tomoka Sakaguchi2, Eika Hoshino2& Miyuu 
Mihara21Faculty of Science, Kyoto University, 2Kobe high school 

 
 
 
 
 
Neocaridina denticulata denticulata (De Haan,1849)  Scale bar,10mm. 

Just arrived Neocaridina spp. Special container for shrimp transportation 
Purpose Recently the endemic Japanese freshwater shrimp, Neocaridina denticulata 

denticulata (De Haan,1849) (Caridea, Atyidae) , distributed in western Japan. The shrimp is 
used as live bait for fishing. However, due to recent severe decrease of density of this shrimp, 
some unknown species of Neocaridina have been imported from China and Korea. And it has 
been also reported in various other parts of Japan, including Hokkaido, in addition to its native 
range. These appear to be exotic species of Neocaridina , so DNA analysis(16S rRNA) and 
morphological studies are being performed. Method Specimens of imported shrimp, from 
China, will be obtained reported from an anonymous importer in Akashi Japan. 

Results Estimated gross import volume of Neocaridina spp. from China was 20 tons 
year-1 in 2010, but decreased to 11.5 tons year-1 in 2016.  
Jan  Feb  Mar  Apr  May  Jun  Jul  Aug  Sep  Oct  Nov  Dec Total Osaka: 8.6t, Kyusyu:2,9t   
0.5t  0.7t   1t  1.5t   1,7t  1t    0    0    0   0.7t  1t   0.5t   8.6t      Total 11.5t/ year
Live Neocaridina spp. were imported from Korea between the years 1969-2001, and 
Palaemonidae spp.between 1969-2016, but since 1990 China is the source of these shrimp. 
Air transport routes now include: China (Beijing, Shenyang, Shanghai) to Japan (Kansai, 
Fukuoka). There are flights only from May-November (Beijing, Shenyang, to Kansai) and 
November-May (Shanghai to Kansai). According to the exporters and importers of shrimp, 
they are not only sold for recreational fishing bait but also for keeping as pets via internet sales 
(starting from 1997 up to now) in Japan. Import restrictions (for marine species) to 
preventions, for epidemics were put in effect from -July 27, 2016. The new license system 
and substantial import ban includes Palaemonidae spp. Further more, imported Neocaridina 
spp. and Neocaridina denticulata were found in the Israeli freshwater ecosystems , as reported 
at TCS 2016 in Singapore, where their population was established. 
 
 
 
 
 
 
The Air transport routes of Neocaridina spp.and Palaemonidae spp. imported from China.
Import ban :Palaemonidae spp.. were put in effect from -July 27, 2016.  
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Nostoceras hetonaience
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MaxEnt DNA DNA

AUC(Area Under the Curve)
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　　　　　　　　　　　　第１３回共生のひろば　受賞者一覧
館長賞（２件）
珪藻土による水中のアンモニア除去（口頭発表）
　　　／入江夏音・茅野由奈・椙下結月・金川大祐・米山玲緒
　　　　( 兵庫県立加古川東高等学校 自然科学部地学班 珪藻チーム )

1) メダカの生態と色彩の関係（展示ポスター発表）
2) 自然を染める ～草木染めを通して、こんなことが分かりました～ （展示ポスター発表）
3) 粒や粉の不思議 ～１＋１＝２じゃない世界～ （展示ポスター発表）
　　　／

特別館長賞（１件）
超個性的な干潟のカニたち　～相生湾のカニ調査～ （口頭発表・展示ポスター発表）
　　　／大角一尋・大角涼斗（あいおいカニカニブラザーズ）

名誉館長賞（３件）
本庄のたからもの ～新しい命が生まれ、育つために ～ （口頭発表）
　　　／丈野想空・杉原麻央・山田紫音・横山智咲 ( 三田市立本庄小学校 )　
鳴く虫クイズ・バッタクイズ（展示ポスター発表）
　　　／高田 要・薦田佳郎・藤井真理・西浦睦子・吉田やよい・吉田滋弘
　　　　　　　　　　　　　　　　( ひとはく連携グループ 鳴く虫研究会きんひばり )　
住民主体の小さな武庫川づくり　4 つの取り組み（展示ポスター発表）
　　　／石原 清・市橋雅恵・上田宏・大島 勲・亀井敏子・神田洋二・古武家善成・佐々木礼子・
　　　　白神理平・竹内勝・辰登志男・土谷厚子・法西 浩・山岡保寛・山本義和・吉田博昭
　　　　( 武庫川づくりと流域連携を進める会Ⅱ武庫川講座 )

　先日行われました「第１３回　共生のひろば」も盛況のうちに終えることができ、ホッとしております。
これも偏に、参加してくださった皆様に盛り上げていただいたお陰と、感謝しております。今回は、過去
２番目の規模となる口頭８題、ポスター７７題、そして紙芝居２題の発表がありました。このように多く
の方々にご参加いただいたことから、１３年間続いた「共生のひろば」が皆様に広く認められ、地域に根
ざした催しであることを実感しております。また発表数だけでなく、どのセクションにおいても議論が盛
んに行われていたことが、印象的でした。このような議論を通して参加者同士の交流が深くなったのでは
ないでしょうか。実際、皆様にお答えいただいたアンケートの結果でも、「共生のひろばに参加して、新
しい発見や交流はありましたか？」という設問に 95%もの方が「はい」と答えて下さいました。この催
しが皆様の活動の糧となったのでしたら、開催した意義があったものと嬉しく思います。今後も「共生の
ひろば」を通して、皆様の活動を深化し、進化させるお手伝いができればと考えて居ります。今後も、ど
うぞよろしくお願いいたします。そして、どうもありがとうございました！

（共生のひろばプロジェクト代表　高橋鉄美）

編集後記

1) 西村知朗・中条晴貴・網本美樹・井手 葵・大道琴絵・松本侑里花・宮地祐衣 ;  
2) 菅原幹登・藤本晏里沙・平松実咲・塚本采子・松浦凪紗・岩田樹奈・宮﨑心葉・
河上 楓 ; 3) 中島 彩・森脇啓太・出田こころ・竹上一刀・中野 桜・藤本虹乃・
森田倫珠（兵庫県立大学附属中学校プロジェクト学習）
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